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序

京都は，恵まれた自然環境の中で幾多の歳月と歴史を積み重ねて，今年

建都1200年という輝かしい節目を迎えました。

平安京の造営以来，常に日本文化の先導的な役割を果たすべく，限り無

い創造を続けてまいりました先人の足跡を示す多くの文化遺産は，時代の

変貌により今は地上から姿を消して，埋蔵文化財として地中に深く眠って

います。

しかし，この貴重な埋蔵文化財も最近の著しい都市の開発に伴い，重大

な危機を迎えようとしています。

私達の先人が残した，かけ力ざえのない価値を持った埋蔵文化財を，でき

るだけ保存して現在の生活の中に活用し，後世の人に伝えることが，現代

に生きている私達に課せられた大切な責務であると考えています。

本書は，京都市が平成5年度に文化庁の国庫補助を得て実施した，埋蔵

文化財調査の概要報告書であります。

立会調査，発掘調査につきましては，本市が側京都市埋蔵文化財研究所

に委託したものであり，試掘調査は京都市埋蔵文化財調査センターが実施

したものであります。

終わりに，発掘調査にご協力いただいた市民の方々及びご指導．ご助言

をいただいた関係者の方々に心から感謝いたしますとともに，本報告書が

少しでも京都の歴史を知るための資料として皆様のお役にたてれば幸いと

存じます。

平成6年3月

京都市文化観光局



例 ご
ロ

本書は，京都市力:平成5年度の文化庁国庫補助を得て作成した京都市内遺跡試掘調査

概要報告書である。

なお，本書は平成5年1月から12月まで実施した試掘調査の結果を報告している。

試掘調査を実施した地区・所在・調査日・調査概要については，一覧表に掲載してい

る。

本文の執筆分担は，文末に記している。

本書に使用した地図は，本市計画局発行の都市計画基本図（縮尺1/2,500)を複製して

調整したものである。なお図版に使用した地図の縮尺は以下のとおりである。

図版31/8,000図版4～191/10,000

本書で使用した土壌色名は，農林水産省農林水産技術会議事務局監修『新版標準土色

帳』に準じた。

本書作成・調査実施にあたっては，京都市埋蔵文化財調査センターが担当し，下記に

所属する方々の協力を得た。

京都市文化観光局文化財保護課側京都市埋蔵文化財研究所
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I試掘調査の概要

1．調査の概要

京都市では昭和47年に初めて『京都市遺跡地図』を作成し，その後4回の改訂作業を経

て，埋蔵文化財包蔵地内で行われる各種土木工事に関して，文化財保護法に基づく行政指

導を行ってきたところである。

市内の遺跡包蔵地内で行われる建築・土木などの各種工事計画については，事前に住宅

局建築指導課・建設局開発指導課・消防局所轄消防署などの行政指導部局と連携して事前

チェックを行い，届出書や通知書を受理し，工事の規模内容や遺跡の残存状況に応じて，

発掘調査・試掘調査・立会調査など，遺跡の保護に適合した調査を指導している。

そのうち遺構の残存状況確認や発掘調査実施の有無を判断するための試掘調査は，平成

3年度からは京都市埋蔵文化財調査センターが直営で行っており，今年度で3年目となる。

この概要報告書は，京都市埋蔵文化財調査センターが平成5年1月6日から12月22日ま

で実施した試掘調査の結果をまとめたものである。

2．各地区の調査概要（44～48頁の試掘調査一覧表・図版3～19参照）

平安宮地区

平安宮跡内では内裏・朝堂院・中務省・主水司・大蔵（聚楽第）・兵部省・大宿直・宴松

原などの推定地8件を試掘調査した。

美福通りと丸太町通り交差点の南西角地の中務省跡推定地からは，平安時代の遺物包含

層が見つかったことから発掘調査を指導した。その結果，中務省内を東西に区画する溝跡

が検出された。

大宿直跡（聚楽第跡）では，敷地の西から東へ下がる大きな落ち込み（聚楽第の堀？）

を検出し，その埋土内から平安時代前期の遺物が出土した。

宴松原の調査では，地山面が浅く，その直上で若干の平安時代の遺物を検出したが，宴

松原の解明に繋がる成果を得ることはできなかった。

そのほか朝堂院内の修式堂跡推定地では，以前より遺構検出に大きな期待が寄せられて

いた場所の試掘調査を行ったが，残念ながら後世の撹乱が多く遺構の検出はできなかった。

-1-



平安京右京地区

右京地区では合わせて23件の試掘調査を実施した。

西大路通七条下る御所内町(右京八条二坊十一町跡）の現場からは，地表下0.6mで平安

時代前期の遺物包含層を検出し，土師器・須恵器（墨書土器…図2参照）などの遺物が多

数出土したことから発掘調査を指導した。

また妙心寺境内西隣の花園大薮町の現場では，遺跡は平安京西京極大路に該当するが，

妙心寺塔頭の一つである実相院跡とみられる遺構を検出したため発掘調査を指導した。

西大路御池交差点一筋下る東南角の敷地（右京三条二坊十一町跡）からは，石敷き遺構

や井戸跡を検出したことから発掘調査を指導した。

八条通りと佐井通りの交差点を北へ上がった，八条二

坊十町跡では，2回の試掘調査を実施した結果，道祖大

路東側溝を検出したため，設計変更を指導し遺構保存を

図った。

そのほか右京域では中御門大路側溝・八条坊門小路北

側溝・西堀川小路側溝などを検出している。

また小規模ではあるが，数箇所で平安京条坊に伴う溝

跡・土擴・池状遺構などを確認する成果を上げている。

このように最近の右京域内での調査件数の増加によっ

て，以前に増して平安京右京地域における遺構の残存状

況がより明確となってきている。
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図3『西』銘唐草文軒平瓦（右京七条二坊跡七・十町跡出土）
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平安京左京地区

左京地区は右京地区に比べて件数は少なく，合わせて6件の試掘調査を行った。

平安京東京極大路跡（三条四坊十四町跡）に当たる京都市役所前の本能寺前町の試掘調

査では，一部土層断面に路面状の堅い層を確認したものの，敷地内のほとんどが近世．近

代の撹乱層であったが，あげ土内から織部風の陶製滑車（井戸の水汲みに使用）を発見し

た。（図4）

上京区椹木町通衣棚西入今楽屋町の左京二条三坊八町跡では，平安時代の遺構は明らか

にできなかったが，室町時代から桃山時代にかけての整地土や溝跡を確認した。

また東堀川通りと御池通りの交差点を北へ上がった東側の，堀川院跡及び堀川小路跡に

比定される左京三条二坊十町跡では，敷地西端で現在の堀川（西）へ向かって下がる落ち

込み（護岸施設）を南北2箇所で検出し，平安京内の重要な河川の一つであった堀川の変

遷を知る上で重要な成果が期待されることから発掘調査を指導した。

そのほかの現場では，中．近世の遺構遺物をいくつか検出した箇所もあったが，近．現

代の撹乱が多く，また平安時代の遺構が極めて脆弱な所が多いことから発掘調査に至って

いない。

太秦地区

太秦地区では広隆寺旧境内2件，常盤東ノ町古墳群1件・常盤仲之町遺跡1件・名勝龍

安寺境内1件の合せて5件の試掘調査を行った。

特に広隆寺東方の太秦蜂岡町36-4からは,平安時代以前の柱穴や土擴を検出したため発

掘調査を指導した。

－

－
－

2 －号二一－牢c、

図4織部風の陶製井戸滑車（左京三条四坊十四町、東京極大路跡出土）
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また広隆寺旧境内南方（太秦桂木町11－

1)からは，焼土を伴う時期不明の遺構と，

平安時代の土器を含む整地土層（奈良時代

の瓦も含む）を確認したが明確な遺構検出

には至っていない。（写真1，図5参照）

常盤東ノ町古墳群からは，古墳時代の溝

状遺構や，平安時代の土擴などを検ll},ま

た古墳時代の須恵器が何点か出土した。

そのほか史跡・名勝指定地の現状変更に

伴う試掘として龍安寺境内（名勝指定）鏡

容池の護岸工事に伴う試掘調査を行ったが，

その際に水量調節に伴う施設（木樋）を検

出し，また院政期前の四円寺に伴うとみら

れる平安時代の瓦が何点か出土した。

写真1広隆寺旧境内（トレンチ全景）北から

1

1

『1

11

11

一

2

図5広隆寺lll境lﾉ､IIIl',土瓦抓影及び実測|Xi

1－

1

1
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洛北地区

北野遺跡2件・北野廃寺1件・植物園北遺跡2件の5件の試掘調査を行った。

この地区の調査では，いずれも有力な遺構・遺物は検出できなかった。

北白川地区

六勝寺跡の法勝寺跡1件・尊勝寺跡1件と白河街区跡2件の4件の試掘調査を行った。

法勝寺跡は寺域東外で遺構は検出できず，尊勝寺では推定東限築地の有力候補地の試掘

調査を行い，平安時代後期の遺瓦を含む整地面を検川したが，築地跡は確認できなかった。

白河街区跡に当たる左京税務署西隣の敷地では，時期不明流路を検出し，また平安時代

中期の遺物が若干量出土している。

洛東地区

この地区では，法住寺殿跡に当たる大谷高校内で試掘調査を行ったが，近世の南北溝を

確認するにとどまった。

伏見・醍醐地区

伏見城跡3件・法界寺旧境内1件・大塚遺跡2件・中臣遺跡3件の9件の試掘調査を実

施した。

伏見城跡では，城下町にあたる旧京町通（南北）の路面及び束側溝跡を検出し，敷地東

端で検出した井戸状遺構からは，多数の近世陶磁器が出土した。（図6）

そのほか伏見区東町の試掘調査では，有力な遺構はないものの，江戸時代の土壌や溝跡

を多数検出した。

山科区の大塚遺跡では時期不明の溝状遺構を検出したが，他に遺構は確認できなかった。

そのほか中臣遺跡では，勧修寺

東栗栖野町の浅いところから，幅

約1.7m,深さ0.55～0.8mの東西

方向の溝跡（時期不明・写真2）

を検出したが，そのほか有力な遺

構・遺物は確認できなかった。

鳥羽地区

この地区では鳥羽離宮跡が7件，

下鳥羽遺跡1件の8件の試掘調査

を実施した。 写真2中臣逆跡で城出した東西溝跡（束から）

匡一
、,



ご皇こ〉
I

18’

》
》

一

一

一

〆

〆

／
4

／

／ 、

、
、

、、／
、
／
Ｉ

ｊ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

〃
ツ
ノ
動

I

qZこのqZこの

、

、

、、－－＝~ラ
ー〆
～一

－ 一 一 一 一

’

言 ≦氏
３
４
５
６

２
２
２
２－

》
一
》

繍義 16 7

溺礁

0 15cm
－－－－ 27

1～9…湯飲茶碗・10～15…碗。16…神酒徳利・17…小瓶・18…水滴・19～21…灯明受皿

22…土瓶蓋。23～26…土師質皿器・27…大鉢

図6伏見城跡（京町一丁目の京町通り東）から出土した近世陶磁器実測図
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鳥羽離宮跡では池沼状堆積土層を確認する程度で，試掘調査場所が遺跡の希薄なところ

が多く，有力な遺構は検出していない。

以前は船着き場跡としていた，城南宮道と50m道路（新油小路通）の南東角の土地から，

浄菩提院に関係するとみられる突堤状の地業跡の最南端を確認する重要な成果があった。

南・桂地区

福西古墳群1件．唐橋遺跡1件・上久世遺跡3件・中久世遺跡3件の合わせて8件の試

掘調査を実施した。

上久世遺跡では,JR東海道線下を〈く．る東西道路の南東にある水田から，住居跡や柱

跡を検出し，発掘調査を指導した。

中久世遺跡では弥生時代の溝状遺構を検出し，溝内から土器が出土した場所や，弥生か

ら古墳時代にかけての遺物を含む不明遺構を確認した場所があったが，いずれも遺構が小

規模で，ほかには重要な遺構．遺物を確認できなかったことから試掘調査段階で完掘した。

長岡京地区

長岡京左京跡域内では12件の試掘調査を行ったが，盛土層が厚く遺構検出が困難な場所

や，遺構の存在する可能性が少ない低湿地状堆積を呈する場所が多く，有力な遺構の検出

はできなかった。

羽束師菱川町にある神川中学校西側の左京四条三坊跡の試掘調査では，東三坊大路の西

側溝と平安時代後期の井戸跡を検出した。

表1平成5年の試掘調査件数
(件数）

年度 平安宮 右京 左京 その他 合計 発掘指導 設計変更

平成4年度 1 6 1 13 21 3 0

平成5年度 7 17 5 38 67 4 3

合 計 8 23 6 51 88 7 3

－7－



II平安宮朝堂院修式堂跡推定地NQ28

1．調査経過

試掘調査を行ったのは京都市中京区聚楽

廻東町20番地で，旧二条通りと千本通り交

差点を北へ一筋上って西へ入った，通りに

面した南の敷地(277.26m3)である。

ここは以前に公衆浴場「稲荷湯」があっ

たところで，今回小規模マンション計画が

持ち上がったことから事前に試掘調査を実

施し，遺構の残存状況の確認調査を行った。

今から20年以上前の昭和46年(1971)に，

この浴場の入口に当たる東西道路で下水道

■
■
■
■

■
■
■
■

0500m
－

図7平安宮図（大内裏）と調査位置
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埋設管布設工事が行われ，その際に建物基壇跡の一部とみられる，東西方向の凝灰岩が据

えられた状態で見つかった。
1）

この遺構は側古代學協會によって調査が行われた結果，朝堂院内の建物の一つである修

式堂（この調査では延禄堂跡の基壇も確認されている）の基壇を形成していた凝灰岩の延

石と推定された。

この時点で約13m程確認された凝灰岩列は，修式堂の北辺に当たるのか，あるいは南辺
2）

であるのか明かではなかったが，その後に朝堂院内で行われた調査などの成果から，現在

のところは修式堂北辺の基壇最下部に当たる延石と考えられている。

以上の経過から，修式堂北辺基壇のすぐ南に当たる当該浴場は，修式堂に当たる可能性

が高く，南北に長い敷地の南半からは修式堂南辺基壇の何等かの遺構を発見できる可能性

があると考えられ，当該地の建て替えに際して埋蔵文化財調査を実施すれば，平安宮の復

元にとって重要な成果を得ることができる場所として，以前より期待されてきたところで

ある。

以上の経過を踏まえ，当該地は朝堂院の修式堂に該当することを前提として試掘調査を

行うこととなり，試掘調査は事業主の協力を得て平成5年10月19日に実施した。

2．遣構

（1）1トレンチ（長さ21m,幅約2.5m)

南北に長い敷地の西半に南北方向にトレンチを設けて掘削を行った。

その結果，トレンチ内は浴場建物基礎工事及びその建物の解体工事によって大きく撹乱

を受け，予想以上に遺構の残存状況が不良であることが判明した。

特に修式堂の推定南辺基壇（東西）部分は，現代層直下にこの付近の地山である砂礫層

が存在し，平安時代の整地層とみられる褐色粘質士は極めて部分的にしか存在していなか

った。

トレンチ中央付近の近世～近代の方形土擴内では，一部加工面痕を有する凝灰岩（写真

3）の小破片2個を検出したが，元の状態で据えられたものではなく，後世に穴へ廃棄さ

れたものと判断される。

また北半で東西方向の浅い溝跡を検出したが，これは以前の浴場があった時のものと解

される。

その他，トレンチの北端では，地表下15cmで褐色粘質土となり，それ以下では遺物を含

－9－



表t(攪乱）

暗褐色帖質-上部分的に通物包含肘あり

I}舟褐色砂礫(流れ堆積）

褐色粘雷-t

1m（
Ｕ
ｌ

0 5 10，

図9調査平・断面実測図図1 0 1 ト レ ン チ 南 端 東 壁 土 層 | X I

まない土層となることから，この層は平安時代の整地土と解釈して，トレンチをさらに東

へ拡張した。

修式堂基壇下部に残存する可能性のある柱穴のピットや根石，あるいは版築土層の検出

及び確認作業を行ったが，北端部分（敷地北側の道路端から約7m)を除いてこの層の直

下は砂礫の地山となり，すぐ．北方で確認されている修式堂北辺の凝灰岩列と繋がりのある

遺構は何も検出できず，時期不明（近世？）の浅い東西溝跡を検出した程度であった。

この結果，北端部分を除いてト

レンチの大半は，この付近に存在

する砂礫層（地山）力ざ現代盛土層

直下に露出しており，遺構面は

中・近世の削平に加え，浴場基礎

工事の時点や，解体工事によって

既に大きく削平を受けたものと判

断された。

以上，トレンチ全体では南に行

くほど撹乱が著しい結果となった。 写真31トレンチ中央付近の凝灰岩片（東南から）

1r,
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(2)2トレンチ（長さ11m,15

約2m)

窯
敷地の東側に1トレンチと平行

して南北に設ける。

トレンチ南方では，地表下40cm

で砂礫層のベースとなり，上層に

わずかに遺物を包含する褐色粘質

土が存在，トレンチ南端から北へ

約7mのところから,凝灰岩が粉々‘

になった状態で部分的に存在して写真4部分的に残る凝灰岩の破片（2トレ）西から

いる箇所を検出（写真4）したが，据えられた状態のものや，元位置を示すようなものは

なかった。

またトレンチ南端から北へ10m,深さ50cmのところ（旧浴場基礎直下）から，東西の溝

跡(1570cm,深さ10cm以上）力ざ検出された。

この溝内からは近世頃の瓦が多数出土し，また溝底は瓦が敷かれたような状況であった。

また，この溝のすぐゞ北には自然石を使った礎石（この溝に伴う遺構）が見つかったが性

格は不明である。

2トレンチからは，その他に遺構は検出できなかった。

3．遣物

遺物はコンテナ2箱程度出土したが，その主なものは瓦類で，そのほか若干の土師器と

凝灰岩の小破片が出土した程度で，報告できるようなものはない。

出土遺瓦は，角の丸くなった布目・苧叩き圧痕を有する平・丸瓦（平安時代）の小破片

で，軒先瓦や緑釉瓦は出土していない。

4．まとめ

朝堂院は，平安京の宮殿官衙部分たる平安宮（大内裏）の中央に位置する施設で，八省

院ともいわれ，正殿建物である大極殿は周知のとおり天皇の即位式を行う場であり，正月

に行われる群臣の朝賀や，また外国使節を謁見する国儀大礼の場でもある。

大極殿は文献から延暦14年（795）中には完成し，翌15年元旦には桓武天皇はその高御座

－11－



に御して群臣の朝賀を受けている。

朝堂院には，大極殿院内にある小安殿をはじめとして，12の堂や朝集堂のほか，23箇所

に門が設けられていた。

朝堂院の正殿たる大極殿の屋根の軒先・棟には高級な緑釉瓦が葺かれ，左右の回廊隅は

白虎・蒼龍の楼で飾り，12堂は一段下がった龍尾壇の南方に対面して存在した。

朝堂院は八省の官人が執務する場で，当初は毎朝出勤した大臣以下の公卿が政務を評議

し，天皇が親裁する朝政の場であったが，後には儀式化し，儀式のみに当てられるように

なった。

大極殿は，創建以来80年ほど経た貞観18年(876)に火災で焼失し，その後に再建された

が，さらに康平元年（1058)，安元3年（1177）と三回も焼失再建を繰り返し，以後再建さ

れることはなかった。

朝堂院跡は，千本通りと丸太町通

りの交差点を中心とした既に市街地

化された住居密集地にあり，建替や

小規模な開発行為に際して発掘調

査・試掘調査・立会調査など，地道

な考古学調査を重ね，僅少ながらい

くつかの場所で重要な成果を上げて

いる。

考古学的な調査成果から明かとな

っている朝堂院の規模は，平安宮東

西幅(384丈)の6分の1に当たる64

丈(191m)であることが判明してい

る。また南北寸法については，南端

が未確認であることから明確ではな

いが，確認されている民部省の南辺

築地の延長線上と一致するとすれば

118.8丈（約354m)となる。

また修式堂の南北幅については，

すぐ西隣にある延禄堂及び東方にあ

龍

！‐､50や-‘'4F:‘1UL
ﾛﾛｰﾛ■－ﾛｰﾛﾛｰ ：。．

図11朝堂院の復元と遺構確認場所（調査場所）
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る明礼堂が既往の調査結果から5.9丈(17.5m)と判明しており，それと同規模であると考

えられる。

朝堂院は平安宮内における最重要施設であるにもかかわらず，遺跡として現在までに確

認されている場所は以外に少なく，図11に示すとおり20箇所に満たない。

朝堂院跡内で，発掘調査や立会調査など考古学的調査によって最近までに明らかとなっ
3）4．5）

ている地点は，廊跡では大極殿東軒廊3．大極殿院北回廊嘉喜門付近1．2．蒼龍廊東回廊
6 ）7） 8）

コーナー部4．昌福堂付近5．宣政門付近5．また建物跡では修式堂6.延禄堂6．承光

堂5．明礼堂5．暉章堂5などである。

いずれの確認遺構も，主に建物基壇最下部を構築していた凝灰岩の延石や地覆石のほか，

良好な場所では羽目石や束石などの下位部分で，そのほかに階段施設や溝跡などもある。

朝堂院の西方では豊楽院の正殿である豊楽殿跡の一角が見つかっている。しかし朝堂院

の正殿である大極殿の推定場所は，確認された東軒廊跡基壇から，千本通りと丸太町通り

の交差点の北寄り部分と考えられているが，未だにその発見には至っていない。

今回の調査対象となった修式堂は，八省の一つである式部省・兵部省の座があった所で，

東西に長い7間規模の建物と推定され，基壇は凝灰岩の切石で化粧が施されていたものと

考えられる。

今回は試掘調査という限られた規模の調査であったため詳細な調査は行えなかったが，

遺構面は大部分ｶﾞ既存建物によって削平を受け，残存していなかった。

これは現状地盤に比べ，この付近は朝堂院内の建物基壇面がもともと高く，後世の削平

を受けやすかったことが要因しているものと解釈できる。

しかし2トレンチの南半で検出した凝灰岩の細破片の存在は，付近に修式堂の南辺基壇

が存在(基壇北辺が確認された北側道路南半から5.9丈南）していたことを伺わせるもので

あり，また敷地の北端で一部分に平安時代の整地土とみられる褐色粘質士が存在している

箇所を確認できたことは大きな成果である。

これは敷地の北方に向かって少々ながら整地土が残存している可能性があることを示唆

しており，昭和47年に北側道路舗装直下で見つかった東西の凝灰岩延石は，このような条

件下で，整地層内に辛うじて基壇最下部が残存していたものと思われる。

（梶川敏夫）

註

1)伊藤玄三「平安宮朝堂院の遺構一延禄堂・修式堂一｣『古代文化』24巻8号1972年
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2）辻純一「発掘調査資料を中心とした平安宮復元の現状｣『平安京歴史研究』(－杉山信三先生

米寿記念論集刊行会編-1993年）に，平安宮跡で検出された遺構がまとめて紹介されている。

3）梅川光隆「平安宮大極殿院(2)｣『平安京跡発掘調査概報』昭和60年度，京都市文化観光局，

1985年

4）木下保明「平安宮大極殿院｣『平安京跡発掘調査概報』昭和59年度，京都市文化観光局，1985

年

5）辻純一「平安宮大極殿院(1)｣『平安京跡発掘調査概報』昭和60年度，京都市文化観光局，

1986年

6）百瀬正恒「II平安宮朝堂院跡｣『京都市内遺跡試掘立会調査概報』平成2年度，京都市文化観

光局,1990.

7）梅川光隆『平安宮・平安京』(ガス管布設替工事に伴う立会調査概要54-301979年，鮒京都市

埋蔵文化財研究所内部資料）

8）註1）に同じ
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写真8部分的に凝灰岩の破片が残る(1トレンチの南方）南から

写真92トレンチ北方で検出した瓦を敷いた束lﾉLi溝跡（近世）と礎石（北東から）
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III平安京右京八条二坊十三町跡NQ6
一条大路

土御門大路

近衛大路

中御門大路

大炊御門大

二条大路

1．調査経過

試掘調査場所は京都市下京区七条御所ノ内

本町37番地である。

佐井通りと八条通り交差点を北へ上った東

側に当たり，敷地は佐井通りに面し，すぐ、北

東には御所ノ内児童公園がある。

平安京右京域の中でも南北の佐井通りを挟

んだ地域は，掘立柱建物などの建築遺構が良

好な状態で残存し，また合わせて出土遺物量

も多い場所があり，他の地域に比べて平安時

路
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路
路
路
路

大
大
大
大
大
大

条
条
条
条
条
条

四
五
六
七
八
九

道
祖
大
路

霊蕊査鳥鳥
大大大大大院院
路路路路路

大 大
路路

平安京条坊図（調査位置）

西
京
極
大
路

木
辻
大
路

東
京
極
大
路

図12

圏Iー=＝＝＝＝= H1‘Ⅲ■I■ⅡI■Ⅱ■剛ﾛ''四四mf錘

熱
糒
即
舗
鰡
謡
．

肺
‐
肇
繩
鐘
一
謹
用

I

I

U摺亡。ｰ
■■■.．

‘,馨亀:1
図13調査地位置図（1/5,000）

－17－

平安宮

内裏）

右
京

ロ
一 そ京

左
責

、



代前期に遡る遺構や

遺物が検出される確

率の高い地域である。

敷地は479.83m:あ

り，マンション建設

計画に伴って事前に

試掘調査を指導した。

当該地では既存建

物解体前の平成5年

3月4日と，解体後
､1按時がt週榊而

の5月26日の2回に

分けて調査を行った。図14調査平・断面実測図

第’回目の試掘調査では，既存建物解体前であったことから敷地の西半の一部を掘削し，

地表下0.6～1mで平安時代の遺物を包含する褐灰色泥砂及び褐色砂泥層を検出した。

しかし調査場所力:狭小であったことから，遺構の性格や残存状況を十分に明確にできな

いため，改めて第2回目の試掘調査を実施することになった。

2回目の試掘調査の結果，当該地南半の西側から南北溝跡を検出し，さらにその東方で

柱穴跡などを確認，平安時代の遺構が良好に残存していることが判明した。

遺構を検出したことから，改めて建設関係者と協議を行った結果，遺構を建物基礎下に

残すように指導を行い調査を完了した。

砂層

表1

ﾐラヌ

灰色粘質士屑

火ｵﾘｰプ粘質土1岡（旧洲乍土）

灰オリーブ粘質士屑（床土）

褐色粘質二|燗

背灰色粘質土Iivi

砂暁I櫛（地山）

0

現代確地刑

1m

図15溝跡部分南壁土層図 写真10調査前写真（西南から）
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2．遣構

調査場所は，右京八条二坊十三町跡の邸宅内及び道祖大路東半に当たる場所である。

五条通り以北の調査例では，道祖大路の東半には佐井川が流れていたことが確認されて

おり，今回の調査場所は道祖大路東半の佐井川から築地及び内溝から宅地内に該当すると

考えられる場所である。

既存建物を解体する前に行った第1回の試掘調査結果では，平安時代の遺物包含層を確

認しているため，2回目の試掘調査では，敷地の南半の西から東にかけて1回目のトレン

チの続きを，長さ13m,幅1.3mについて調査を行った。

その結果，現在の佐井通り東端の敷地境から東へ9.7m(第1回目のトレンチ東限に当

たる）の地表下約0.75mから，幅1.2m,深さ10～25cm程の南北溝跡を検出した。

溝内からは9～10世紀頃の土師器・須恵器・灰釉陶器・緑釉陶器などの土器片や瓦が出

土したため，あらためてトレンチを北へ拡張した結果，この溝は南北へ続くことが判明，

最終的には南北溝跡を長さ3.5m余り検出した。

溝を形成する土層は遺物を包含していない青灰色粘土層であることから，改めてボーリ

ングステッキで確認したところ,0.4m程(地表下1.45m)下層に砂礫ベースが存在するこ

とが判明した。

この結果，下層の砂礫は流れ堆積を示しており，またその上層の青灰色粘土の存在は，

平安京造営以前にこの付近が池または低湿地状の土地であったことをうかがわせる。

また検出した南北溝の東方は，青灰色粘土層上に黄褐色粘質土が存在し，緩やかな傾斜

で浅くなってゆく。これは平安京造営時の整地層（あるいは自然堆積した粘質土の可能性

もある）と考えられるが，この土層上で方形や円形の大小の7箇所の柱穴を検出した。

いずれも小規模なトレンチ調査であることから，性格や規模は不詳である。

3．遺物

遺物は破片ばかり遺物コンテナに1箱ほどあり，ほ

とんどは南北溝跡の中から出土した。

種類は遣瓦・土師器・須恵器・緑釉陶器・灰釉陶器

などの破片で，平安時代前期に属するものばかりであ

った。

-19-

$

一一正二二。
0 10cm

吟 一貴

図16遺物（土師器）実測図（1/4）



4．まとめ

今回検出した溝跡は，幅1.2m,深さ10～25cmで，南北3.5m分を確認した。

この溝跡は検出位置から推測して，道祖大路東側の邸宅の築地に伴う内溝と考えられる。

今回検出した南北溝は，この北方に当たる四条通りと佐井通り交差点を南へ下る東側に

おいて，平成2年（1990）11月に試掘調査で検出した道祖大路の東側築地内溝跡と同じ条

坊ライン上にある溝と判断される。

ただし，五条通り以北では道祖大路東半が大きな川（佐井川）となっているが，今回の

場所ではこの川跡を確認していない。

トレンチ内の溝跡の東方で検出した柱穴と思われる7箇所のピットは，大は一辺60cmほ

どの方形のものから，小は半径26cmほどまであり，この邸宅内にあった建物の一部を検出

したものと思われる。

(梶川敏夫）
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IV平安京右京八条一坊十町跡No.42
一条大路

土御門大路

近衛大路

中御門大路

大炊御門大路

二条大路

1．調査経過

調査場所は京都市下京区西七条西久保町

58番地で，御前通りと西塩小路通り交差点

を東へ入った北側の敷地で，西側に少し離

れて久保児童公園がある。

試掘調査は平成5年12月13日に実施した。

当該地の面積は1,589m2,以前には25軒

程の木造家屋が建っていた場所で，試掘調

査時に民家は既に解体されて更地となって

いたが，敷地にはT字形に路地が残ってお

り，そこには既存の埋設管が入っているこ

三条大路

四条大路

五条大路

六条大路

七条大路

八条大路

九条大路
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とから，この路地部分は調査対

象から除外した。

当該地は平安京復元モデルか

ら，敷地南端東西に幅4丈（12

m)の八条坊門小路（現；西塩

小路通り）の北側溝及び北側築

地が通り，また敷地の西半南北

には幅4丈(12m)の西櫛笥小

路が通る交差点に当たり，京内

邸宅の南西の一角に比定される。

なお邸宅内の主は不詳である

が，すぐ西北には平安京の官営

市場である西市があり，また東

図19調査場所とトレンチ位置図方には大将町が存在，そのほか

少し離れた東方には平安時代後期の平清盛の西八条第推定地がある。

また当該地の東方にある梅小路機関区内においては，平成4年2月に当センターが試掘

調査を行い，平安京内で初めて明確な埴輪を伴う古墳を発見している。

2．遣構

当該地は平安京の条坊である小路の交差点付近であるが，敷地西半の半分に金網のフェ

ンスがあり，また中央にはT字形に路地が残っていることから，調査区を敷地の南方部に

絞って，八条坊門小路及び北側溝（東西）の検出を目指して南北トレンチを設けた。

調査を行った結果，敷地南限（道路北端）から北へ約5m,地表下70～80cm付近から北

へ下がる溝跡（溝1）を検出した。

この溝跡は，断面U字形で上端の幅は約3m,深さは約1m(地表面から1.7m)あり，

東西方向の溝と考えられる。

また溝内からは瓦類や平安時代前期頃の土器類（土師器・須恵器・緑釉陶器）などの遺

物が出土したことから，条坊に関係した遺構と判断した。

この溝1から北方は，溝北肩部から北へ1.4m付近で一段高くなり，さらに北3.8mの地

表下約80cmで,ig30～41cm,深さ17～22cmの細い東西溝跡（溝2)を検出した。

－23－



溝内からは南方の溝と同じ時期の遺物少量を検出し

たことから，これも条坊に関係する遺構と判断した。

また溝2の北方からは柱穴とみられるピットを，箇

所検出し，付近に掘立柱建物の存在する可能性がある。

溝lの下層からは，平安京造営前の地形の名残とみ

られる時期不明の流路を発見した。

狭いトレンチ内の遺構検出のため明確ではないが，

地表下約2mのところから検出した流路跡は，ベース

の砂礫を切って流れていた痕跡を残し，溝肩はさらに

北西へ下がる傾向を示しているが，対岸の溝肩につい

ては不明である。

この下層の溝跡は断面観察から判断して，北東から

南西方向へ流れていたものとみられ，時期は不明であ

るが，溝内の堆積状況は灰色の最下層が緑灰色シルト

層，その上が暗緑灰色粘土．そして明黄褐色粘質土と

なっており，当初は流路であったものが，次第に池状

となって粘質土が堆積していったものと考えられる。
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入
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Ｉ
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一
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■■■■－

、
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3．遣物
図20調査平・断面略測図

遺物はほとんどが溝1から出土したものである。

平安時代の布目瓦のほか，土師器・須恵器・黒色土

器・灰釉陶器など土器類がある。

瓦類はほとんどが平・丸瓦破片で，明確な時期は不

明である。

土器類の中で土師器は，杯の外面ケズリ手法を主体

とした平安時代前期の1期（中・新）から，口縁がS

字を呈するIII期（中・新）ころまでものがみられ，平

安時代前期にあたる9世紀前半から10世紀前半頃のも

のと考えられる。

そのほか土師器類では甕の破片がいくつか含まれる。

現代盛土

黒褐色粘質土（旧芹田）

暗褐色粘質土

黒褐色粘質土

明黄褐色粘質土

暗緑灰色鮎-t

緑灰色シルト

0 1m

陰 一一一斗

図21溝1の東壁土層図
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また須恵器は杯や甕の小破片や，灰釉陶器・黒色土

器の細片もあり，いずれも平安時代前期頃のものと推

測される。

4．まとめ

溝'については,ﾄﾚﾝﾁを設けた場所の遺構残存－
0

状況が複雑であったため，平安時代の溝底部分はもうL－－－－F‘鳳

一つはっきりしない結果となった。図22遺物（土師器）実測図（1/4）

しかしこの溝1は，幅が3mもある立派なもので，溝内から出土した遺物も平安時代前

期のものが主流である。

この結果，溝1と3．8m北方にある溝2は，今のところ八条坊門小路の北側溝及び邸宅内

内溝を検出したものと考えている。よって溝1から溝2までの間は犬走及び築地が存在し

ていた可能性がある。

しかし，溝1は平安京復元モデルから若干北へずれる傾向にあり，検出遺構が平安京条

坊に伴う溝及び築地遺構と確定するには至っていない。

また邸宅内とみられる場所からは，1箇所ではあるが柱穴らしいピットを検出しており，

この付近に掘立柱建物が存在した可能性がある。

今回の調査では，南北1本のトレンチ（南北20m弱，幅1.3m)の成果であり，敷地全体

の埋蔵文化財の残存状況は不詳であるが，部分的な調査であっても遺構の残存状況が極め

て良好であることが判明した。

当該地は，遷都前には流路または池状湿地であったが，平安京造営当初頃から整地，宅

地化されて人々の生活の痕跡が残されていることが明らかとなった。

敷地の全面的な調査が可能であれば，平安京条坊の交差点部及び邸宅を明確にする貴重

な成果を期待できることは明らかである。

今回の試掘調査は，敷地内の遺構残存状況確認のための事前調査として実施したが，当

該地における土木工事計画は今だ未定であり，遺構保存のため基礎の浅い木造家屋建設計

画などへの変更を期待したい。

（梶川敏夫）

－25－



写真14トレンチ全景（北から） 写真15トレンチ南方東西溝跡（南から）

写真16東西溝（溝1）跡の底部（南から） 写真17Ikiﾉ[i"(溝2)跡（東から）
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V常盤東ノ町古墳群NolO

l.調査経過

調査地は，京都市右京区常盤東ノ町16－5に所在する畑地で，その地形は，北西から南

東に向かって緩やかに傾斜している。この地にマンション建設が計画されたため，平成5

年3月25日に試掘調査を行った。

調査は，東西方向のトレンチ（約38m)を1箇所設定して行った。その結果，中世の土

擴1基，平安時代の土擴1基，古墳時代の溝状遺構などを検出した。また，マンション計

画地以外の敷地内で，古墳の石室石材と思われる石を発見した。

2．遺構・遺物

調査地の基本層序は，耕土・床土の下に平安時代の遺物を含む黒褐色粘質土（厚さ0．2

m)が堆積し,GL-0.64mで地山のオリーブ黄色粘質土になる。

図23調査地位置図（1/5,000）
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発見した主な遺構には，士擴1．2．SX3(溝状遺構）がある。

土壌1平面形は，長軸1.4m,短軸0.8mの楕円形を呈し，深さは0.5mを測る。土擴の

底からは，土師器（皿・ミニチュア羽釜)・古銭などが出土した。古銭（図25）は，すべて

宋銭で「政和通宝」・「皇宋通宝」・「開元通宝」・「元豊通宝」などがあり，かなり腐食した

状態で出土した。この士擴は，鎌倉時代頃と考えられ，墓の可能性が高い。

土壌2平面形は，直径0.5mの円形で，深さは0.2mの小規模な土擴である。埋土内か

らは，平安時代の土師器の細片が出土した。

SX3南北方向の浅い溝状の遺構である。幅は4.3m,深さは0.2mあり，北へ向かっ

て次第に浅くなる。埋士内からは，須恵器（図26）蓋・杯・脚付長頸壺など力ぎ出土した。

蓋は，口径14.0cm,器高3.4cmあり，天井部を扁平に仕上げている。天井部と口縁部との境

は不明瞭で，天井部はヘラケズリを施す。焼成の状態はやや不良で，色調は淡灰色を呈す

る。杯は，口径13.0cm,器高3.7cmあり，たちあがりは内傾している。底部は，ヘラケズリ

を施す。焼成状態は，蓋と同じである。脚付長頸壺は，口径10.2cm,器高22.2cm,脚部径

14.0cmを測る。頚部は直線的に外傾し，肩部はやや扁平，体部は丸味を帯び，体部下半は

ヘラケズリを施す。脚部は二段に屈曲し，上半は外反し，下半は内湾気味に強く踏ん張り，

三方に透かしを設ける。焼成状態は良好で，色調は灰白色を呈する。

卿
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道
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図24遺構実測図（1/400）
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3．まとめ

当該地の北東部に位置する「京都きもの会館」建設に先立つ発掘調査では，古墳3基，

中近世の土擴墓42基などが発見されている。本調査で発見したSX3は，古墳の周溝の可

能性もあるが，確証は得られなかった。土轆’については，墓の可能性が高いと思われる。

また，敷地の南西よりの所で地表面から僅かに露出しているチャート質の岩石(90cm角）

能性もあるが，確証は得られなかった。土轆lについて｜

また，敷地の南西よりの所で地表面から僅かに露出して’

を発見した。周辺をボーリング・ステッキで探査したが，

それに続く石は発見出来なかった。これも古墳の石室石

材と考えるのが妥当であろう。これらのことから当該敷

地には，古墳群及び中近世の墓域の存在が予想される。

（長谷川行孝）

写真18SX3全景（北東から）

29
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VI名勝龍安寺庭園No.53

1．調査経過

調査地は，京都市右京区龍安寺御陵下町の龍安寺境内に在る鏡容池である。

この調査は，龍安寺から申請のあった現状変更（池堤補強工事）を受けて，文化庁から

の指示に基づいて京都市が実施したもので，文化財保護課及び埋蔵文化財調査センターの

技師がこれにあたった。

調査は，池の水を大半抜き取った後の7月21日に鏡容池の南西隅部（1トレンチ）の調

査を行い，さらに8月6日に池の南東隅部（2トレンチ）で調査を実施した。また，8月

7日には，2トレンチの補足調査を行った。

lトレンチでは堤の地業跡，2トレンチでは池の排水施設である木樋をそれぞれ検出し

たが，これらの遺構については，京都府と協議の後に現状保存の措置をとった。

蕨

藝
潟讓

図27調査地位置図（1/5,000）
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2．遺構・遺物

1トレンチ（幅1.2m･長さ12.5m)鏡容池の南西隅部の護岸施設近くの池内に設定

したトレンチである。

基本層序は，現在の池底に敷いてある砂利層の下に，時期は特定できないが粘質土の盛

土が厚さ1mほど堆積する。この盛土の下には，人頭大から拳大の川原石を積み上げた地

業跡が存在する。

発見した主な遺構には，上記の地業跡がある。この地業跡は，トレンチのほぼ全域に存

在することをボーリング・ステッキによって確認したが，本調査ではトレンチの東端から

約2mの範囲内のみ地業跡の石積みを露出させ調査を行った。地業跡の積み上げ高さは，

遺構を完全に断ち割っていないので明らかでないが，20～30cm程度の川原石を黒褐色粘土

を用いて固定し，3段以上積み上げていることを確認した。地業跡は堤に向かって次第に

高く積まれているように観察できることから，堤を築造する時の基礎工事と考えられる。

地業の検出面の標高は，約53.1mで，堤の上端からこの地業面までは3.2mの落差がある。

卿
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図28トレンチ付置図(1/100C
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遺物は，地業跡内から平安時代後期の土師器皿の破片が2点出土した。なお，現在の池

底の砂利層には，平安時代と思われる瓦片が多数混入していた。

2トレンチ（幅2.2m･長さ27.4m)鏡容池の南東隅部の護岸施設近くの池内にL字形

に設定したトレンチである。

基本層序は，上から明オリーブ砂（現池底）・褐灰色腐植土・灰色砂・黒褐色腐植土（室

町時代前期）・明緑灰色粘質士（平安時代後期）・黒褐色腐植土（平安時代後期)・明緑灰色

粘質士（地山）で，腐植土と粘質土もしくは砂が交互に堆積しており，現池底から地山面

現池底
54m
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浅黄色砂－
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図302トレンチ木樋平面図．

南壁土層図（'/40）

図291トレンチ東端部平面図・

東壁土層図（1/40）
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まで約1mある。この場所では,1トレンチで発見した堤築造のための地業跡などの遺構

は認められなかった。

発見した主な遺構は，池の水を排水するための木樋がある。木樋を発見した位置は,L

字形のトレンチの曲がり角付近，すなわち堤の南東隅部に近いところで，室町時代前期の

腐植土の上に堆積する褐灰色泥土を掘り込んで据えられている｡木樋の検出面は標高53.06

ml直径45cm程度の丸太材の中をくり抜いて（縦15cm・横20cm)造られ，堤の端から85cm

ほどを検出したにとどまり，大半は堤の中に埋もれている。木樋の先端部分，水の取入れ

口付近の施設の有無については，明らかにしえなかった。

出土遺物には，土師器Ⅲ類・瓦類がある。Ⅱlは，

くこロ」いわゆる「へそⅢ」で黒褐色腐植土から，Ⅲ2は，明

緑灰色粘質士からそれぞれ出土した。また，図示しえ

ない平安時代後期の土師器Ⅱ類が最下層の黒褐色腐植 2

土から出土した。
010cm
一

瓦類は室町時代の黒褐色腐植土層から出土したもの

図31土器実測図（1/4）
が大半を占め，この腐植土層から出土した瓦類には，

〃

丸瓦・平瓦・軒平瓦があり，すべて平

安時代の瓦である。 蝋踊細
.§･9‐､...､苧－Fご

図示した唐草文軒平瓦3点の内， 職観誤.￥製

1．2は上記の黒褐色腐植土からの出ユ臼 U 一 一 脚 U マ グ J m 、 U ヨーグU~・UB＝一一"v‐〆‐ター

士で，同一個体と思われる。また3は，

明緑灰色粘質土からの出土であるが，

1．2と同箔の可能性が高いと思われ、鋭…熱
る。これらの軒平瓦の特徴は，まず瓦袰葱~誘壱、裁
当文様では，唐草が丸く巻き込み，内 2

外区を分ける圏線は在るが，珠文がな

いこと。製作技法では，顎部の断面が

。

緩やかな曲線顎を呈し,瓦当部整形の堂墾堅
時，平瓦凸面の接合面にカキ傷を入れ聴蕊漁蕊騨識顕調識
て接着をよ くしていること。さらに調010cm信 一 一 一 一 一 一 一

整は，削りの後ナデ調整を施している。 図32軒平瓦拓影・実測図（1/3）

－33－



胎土は綴密で白色の砂粒を含み，焼成は硬質である。これらの特徴から京都産の瓦とは考

えにくく地方からの搬入瓦と推測される。瓦の年代については，平安時代の中～後期の範

濤に納まると考えられる。

3．まとめ

鏡容池は，円融天皇の御願によって造営された円融寺（983年）の園池あるいは，その

後，平安時代末期に藤原実能が造営した徳大寺の園池とも言われ造営時期は明らかでない。

今回この池の中を2箇所調査したことでわかったことについてまとめてみる。

池の南西隅部付近を調査した1トレンチでは，堤の基礎工事と考えられる地業跡を発見

した。この地業跡の年代は出土した土師器から平安時代後期と思われる。この地業跡の上

に堆積する土には，腐植士や泥土等の池内堆積層が全く認められないことから，ここが水

に浸かるのは，現在の池底が造られてからのことで，それ以前においては堤の一部であっ

た可能性がある。

池の南東隅部を調査した2トレンチでは，池内堆積である腐植土を3層確認した。それ

ぞれの腐植土層の間には，粘質土や砂層が挟まれていることは，池の改修が行われたこと

を意味し，改修の度に池底が次第に上がっていったことになる。池の改修時期は，最下層

の腐植土を埋め立てたのが平安時代後期ごろ（第一期埋め立て)，中間の腐植土を埋め立

てたのが室町時代前期以降（第二期埋め立て)，最上部の腐植土を埋め立てたのは現在の

池底が造られた時｛第三期埋め立て（時期不明)｝である。これらの埋め立て時期を鏡容池

の歴史に照らし合わせるなら第一期が徳大寺造営，第二期が龍安寺造営に当てることが可

能である。第一期埋め立て以前の池については，円融寺の時期を想定することが出来るが，

その時期を示す土器類が池内から出土していないので確たることは言えない。

池の南東隅部付近で発見した排水木樋は，それが設置された年代を特定することは出来

なかったが，層位から室町時代以降に設けられたことが判明した。現在，池水は池の南西

隅から排水され，「西ノ川」となって南流していることから，池水の排水はあくまでも池の

南西隅が主であり，今回発見された排水施設は補助的なものと思われる。

（長谷川行孝）
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写真191トレンチ全景（西から）写真201トレンチ東端部地業検出状況（東から）

写真212トレンチ木樋検出状況（北から）写真222トレンチ木樋詳細（北から）
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VII中久世遺跡NQ80

1．調査経過

調査地は，京都市南区久世中久世2丁目110.117の水田である。当該地にマンション建

設が計画されたため，稲の収穫が終わった平成5年10月18日に試掘調査を実施した。

調査は，東西方向のトレンチを2箇所設定して行った。その結果，北側に設けたトレン

チ（1トレンチ）の東端で溝の一部を発見したため，その付近を拡張して溝の調査を行っ

た。この溝以外に顕著な遺構は発見出来なかった。

2．遺構・遺物

調査地は，耕土下に褐色粘質土が厚く堆積し，この褐色粘質土上面が遺構検出面となる。

発見した遺構は，既述の溝のみである。

溝は，幅約lm,深さ0.4～0.5m,全長約5mの規模を持つ。溝の方向は北から南西に
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図33調査地位置図（1/2,500）
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向かい，溝の断面形はV字形を呈する。溝内堆積土は黒褐色粘質土で，弥生時代中期の

壺・台付鉢などが出土した。

台付鉢（図34）は，口径11.2cm,器高9.2cm,脚台部径6.8cmを測る。口縁部には2箇所

の紐穴を穿ち，凹線文を引いている。体部から底部にかけては丸く仕上げ，休部外面に4

条の凹線文を施している。脚台部には，六方に透かしを設け，端部に3条の凹線文を配す

る。全体の細かな調整については，表面力§磨滅しているため不明である。

3．まとめ

今回発見した溝は，人工的な溝と考えられるが，その性

格については，判然とし得なかった。中久世遺跡内には，

幾筋もの自然流路が北西から南東方向に向かって流れてい

たことが過去の調査で判明しており，当調査地の南方でも

流路跡を発見している。しかし，当該地においては流路跡

は発見出来ず，微高地であったと考えられ，周辺に集落の

存在する可能性がある。（長谷川行孝）

｣
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図34土器実測図（1/4）
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神川中学校及びその北にある羽束師小学校は，新設される前の昭和51年12月から翌52年

4月にわたって側)京都市埋蔵文化財研究所によって発掘調査が行われ，長岡京期の掘立柱
l）

建物・柵・溝跡などの遺構が多数検出されている。

また長岡京左京域の東三坊大路跡は，昭和55年から行われた外環状街路建設に伴う事前

調査で束側溝跡が検出され，また昭和58年2～3月に行なわれた，今回の調査地のすぐ･南

方に当たる菱川町49番地の宅地開発に伴う事前発掘調査では，長岡京期の建物･柵･士擴。
2）

柱穴跡などのほかに束三坊大路の東西両側溝跡が確認されている。

また同年，西羽束師川改修工事に伴って羽束師小学校北北西で行われた発掘調査でも，
3）

同じく東三坊大路の両側溝跡が検出されている。

なお試掘調査を行った付近においては，長岡京期遺構面の下層から古墳・弥生・縄文な

ど各時代の遺構・遺物も見つかっている。

2 ．遣構

試掘調査は平成5年12月6日に実施した。

場所は東西約90m,南北23m(2,079.98m2)の細長い稲刈りの終わった水田で，計画建

物は敷地西半の南寄に予定されているため，それに合わせて西寄りに幅1.9m,東西50mに

わたってトレンチを設けて調査を行った。

調査の結果，トレンチ'1'央やや西寄りの地表下約50cmから南北溝跡を検出，既往の調査

結果を含めて精査を行った結果，長岡京左京の東三坊大路西側の側溝であることが明らか

|L－－－－-一一一一一一

|L ｜
』

一

－ 水 路

’
道
路

I０
．

１
ｎ
〕
ｌ
’

2030m

図38調査トレンチ位置図

－39



と‘なった。

暗緑灰色粘哲土（水田耕作土）
溝跡の幅は1.2m,深さ0.2mほどで，東側の神

川中学校西側の道路西端から溝跡中心までの距離

は77.87mであった。

一方，この溝より東へ約8丈(24m)にある東

側溝についても推定地付近を精査し，断面観察を

行ったが，既に水田耕作によって削平されたもの

か検出には至らなかった。（図38）

そのほか敷地の西端（トレンチ西端）地表下40

灰オリーブ色粘哲士（床土）

暗褐色砂質土

o 1 m
－

図39トレンチ中央北壁土層図

⑪了〒了そのほか敷地の西端（トレンチ西端）地表下40cmか

ら井戸跡1基を検出した。（図40）

井戸の規模は，上部直径0.87m,底直径0.62m,残

存深さ0.58mと小さなもので，内部からは木枠や曲物

などは見つからなかったが，中に堆積した灰色泥土か

ら平安時代後期とみられる瓦器（椀…完形を含む）．

土師器（杯）のほか，高い高台を有する土師質の白色

系土器（Ⅲ）などが出土した。

そのほか，トレンチ内では長岡京期遺構検出面をさ

らに掘り下げ，下層遺構の検出に努めた力罫発見には至

っていない。

唾
ト
ト
ト
ト

L 」

刮
引

土坐ム

トレンチ西壁断面

耕作土

褐灰色砂泥

井戸検出面

o 1m

－

3．遣物 図40井戸跡平・断面略測図

出土遺物は，トレンチ西端で検出した井戸跡内から出土した一括資料がある。

土師器（杯）1～6…1～3の3点はほぼ同じ大きさの杯で「小」の部類に属する。4．

5は器形はやや異なるが「中」の部類に入る土師器である。6は「大」の分類に入る完形

の杯で1個体分しかない。

土師器（Ⅲ）7．8．．．2個体分が出土。祭祀系遺物である白色系土器で，Ⅲ面に対して

高台が異常に高い特徴を持ち，同じタイプのものが鳥羽離宮跡からも出土している。胎土

は細かい良質の精練された土で作られている。

瓦器（椀）…3個体分が出土，瓦器表面には土中の鉄分が付着している。口径15cm前後

で器高は5.5cmほど，底部はやや粗雑な作り方である。
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4．まとめ

井戸跡から出土した土器の

個体数をみると，瓦器椀3個’百三コ一二ゴー一3、′／
、

Eヨペ・土師器は杯6個（大1・中

ミーーワワ．，I、Q1r色i存『＋聖,九mヮ2 ．小3)，白色土器の皿2～－4

言．三亨言冤個となり，椀・杯・皿が同時

期のセット関係になるものと

考えられる。

検出した井戸跡は小規模な
0 10師

倍 一一一

もので，出土した土器以外に

遺物はほとんどなく，何等か 1雨河川．｣皇~1匁w季v参一〃哩呈一参、シ1句マグゾ

図41遺物実測図

の事情で一括して土器を井戸

内に投棄した可能性がある。

平安時代後期頃，この辺りに居を構えていた住人が，井戸の涌水を願ってか，あるいは

廃絶に伴い，祭祀的な意味で土器を一括して井戸に鎮めたものと考えられる。

そのほか検出した東三坊大路西側溝跡は，検出深さが地表下0.5mと浅く，また溝の深さ

も20cm前後である。

これは地目を水田に改作する時点か耕作時に，遺構面がある程度削平されてしまった可

能性を示唆しており，今回，東三坊大路東側溝が確認できなかった意味も理解される。

（梶川敏夫）

註

1)梅川光隆『長岡京跡発掘調査報告』京都市埋蔵文化財研究所調査報告-11,1978年2月

2）平田泰・本弥八郎「左京四条四坊羽束師遺跡」昭和57年度『京都市埋蔵文化財調査概

要』京都市埋蔵文化財研究所編,1984年3月

3）鈴木廣司・長宗繁一「左京三条三・四坊」昭和58年『京都市埋蔵文化財調査概要』側京都市

埋蔵文化財研究所編。1985年3月
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写真24調査前写真（東から）

一 ．,〃1
写真25トレンチ全景（西から） 写真26西方で検出した井戸跡（南から）
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識
写真27井戸完掘状況写真（北凹から）
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試掘調査一覧表

I平成4年度1～3月期

平安宮

平安京右京

平安京左京

太秦地区

洛北地区

－44－

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 番号

中務省 上・丸太町通智恵光院西入中務町933 2/8 GL-0.3mで平安時代の遺物包含層を検出｡発

掘調査を指導する。

1

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 番号

一条四坊十五町

町
町
町
町
町

塞
》
諦
琲
》

六
六
七
八
八

右・花園大薮町4-1

右・西院六反田町45.46

右・西院月双町13

下・西七条北月読町65-2

下・御所ノ内本町37

南・吉祥院西ノ庄向田町26

3/15

2/9

3/29

1/18

3/4

3/11

表土下で近世の妙心寺塔頭跡を検出する。発掘

調査を指導する。

GL-1.26m以下，湿地状堆積。

検出できず。

検出できず。

GL-0.6～1mで道祖大路路面を検出する。

桂川の氾濫堆積。

２
３
４
５
６
７

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 番号

三条四坊十四町 中・寺町通御池下る下本能寺前町507,

508

1/11 GL-1.5mまで近代から近世の遺物包含層｡以

下砂礫層。

8

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 番号

広隆寺旧境内

常盤東ノ町

古墳群

右・太秦蜂岡町36-4

右・常盤東ノ町16-5

1/20

3/25

GL-0.35mで平安時代以前の柱穴・土塘等を

検出する。発掘調査を指導する。

GL-0.64mで溝状遺構（古墳時代)･土漉2基

(平安時代・鎌倉時代）を検出する。

０

９

１

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 番号

北野遺跡 北・平野鳥居前町89 2/15 検出できず。 11



洛東地区

鳥羽地区

南・桂地区

長岡京地区

II平成5年度4～12月期

平安宮

－45－

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 番号

中臣遺跡 山・東野森野町10-2 3/9 検出できず。 12

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 番号

鳥羽離宮跡

鳥羽離宮跡

伏・竹田浄菩提院町57

伏・竹田内畑町95-7

3/1

3/17

GL-1.8mで池跡を検出する。

GL-0.7～0.9mで池状堆積。

３
４
１
１

遺跡 名 所在地 調査日 調査概要 番号

福西古 墳群 西・大枝東長町1-212 1/6 検出できず。 15

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 番号

跡
跡
跡
跡
跡
跡

｛
皐
一
泉
一
扉
一
泉
一
思
一
泉

長岡

長 岡

長岡

長岡

長岡

長岡

南・久世殿城町330-1

伏・羽束師菱川町193他

伏・久我森ノ宮町14-13他

３
１
－
－

０
６
９
４
４
２

町
町

１
１
１
ｌ
ｊ
ｊ

菱
菱

而
面
自
自

束
束

羽
羽

●
●

伏
伏

伏・羽束師菱川町14

/25

/13

/19

/27

/1

/3

１
１
１
１
２
２

GL-1．2mで時期不明の溝を検出する。

GL-0.9～1.48m以下，流れ堆積。

検出できず。

検出できず。

検出できず。

検出できず。

16

17

18

19

20

21

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 番号

主水司

大蔵・聚楽第跡

内裏・聚楽第跡

大宿直･聚楽第跡

宴松原

兵部省

朝堂院

上・智恵光院通丸太町南入

上･中立売通浄福寺東入新桝屋町415他

上・出水通土屋町東入東神明町272

上・裏門通中立売下る高台院竪町210

中・聚楽西町62

中．西ノ京内畑町27

中．聚楽廻東町20

4/30

7/26

8/4

11/4

10/12

10/14

10/19

GL-1mで褐色粘質土。大半は近代の撹乱。

GL-0.7mで砂礫層。検出できず。

GL-1.75mまで近世の盛土。遺構は検出でき

ず

西から東への落ち込み状遺構（聚楽第の堀か）

を確認する。埋土内から平安時代前期の土器が

出土。

GL-0.6mで黄褐色粘質土。検出できず。

GL-0.8mで平安時代の南北溝1条を検出す

る

GL-0.5mで東西方向の溝及び礎石（近世？）

を検出する。

２
３
４
５
６
７
８

２
２
２
２
２
２
２



平安京右京

平安京左京

－46－

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 番号

二条三坊十一町

中 御門大路

三条一坊十三町

三条二坊十一町

三条四坊二町

四条四坊三町

四条四坊五町

五条三坊十一町

五条四坊五町

町
町
町

五
三
十

塀
坊
坊

四
二
二

条
条
条

六
七
七

町
町

五
十

堺
劫

挺
条

七
八

八条二坊十一町

八条二坊十三町

九条三坊七町

中・西ノ京小堀池町5-2

右・太秦安井車道町19-33.34

中・西ノ京東月光町8-2

中・西ノ京下合町41

右・山ノ内御堂殿町7-1

右．山ノ内瀬戸畑町35-1他

右・西院四条畑町30-1他

右・西院久田町21-1

右・西院月双町18

右・西京極葛野町38他

下・西七条市部町116

下・西七条西石ケ坪町38-1.2

右・西京極町ノ坪町28,29

下．西七条西久保町58

下・七条御所ノ内中町

下・七条御所ノ内本町37

南・吉祥院西ノ庄中町38-1他

5/12

5/17

5/7

10/20

9/10

9/9

10/6

6/21

9/20

8/30

5/6

10/13

5/11

12/13

7/1･6

6/3

9/21

GL-0.9mで平安時代の溝を検出する。

GL-0.55mで推定中御門大路南側溝を検出す

る

GL-0.96～1.33m以下，平安時代の池・湿地

状遺構を検出。

GL-0.8mで平安時代の礫敷き遺構及び池跡

を検出する。発掘調査を指導する。

検出できず。

GL-0.95mで平安時代の南北溝を検出する。

GL-1.3m以下，湿地状堆積。

GL-0.22mで旧天神川の氾濫堆積,GL-

0.96m以下，池または湿地状堆積。

1T:GL-1.4mで弥生～古墳時代の遺物包含

層GL-1.5mで南北溝を検出する。2．3T:G

L-1.2m以下,池状堆積｡設計変更を指導する。

検出できず。

検出できず。

GL-0.8mで西堀川小路西側溝(推定）を検出

する

GL-0.5mで平安時代の土塘状遺構3基。

GL-0.7mで八条坊門小路北側溝及び内溝を

検出する。

GL-0．6mで平安時代前期の遺物包含層を検

出。発掘調査を指導する。

GL-0.8mで推定佐井大路東側溝を検出する。

設計変更を指導する。

桂川の氾濫堆積のみ。

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 番号

二条三坊八町

三条二坊十町

四条一坊三町

四条三坊六町

五条二坊十六町

上・椹木町通衣棚西入今薬屋町328他

中・押堀町地先

中・壬生御所ノ内町16.16-2

中・新町通錦小路上る百足屋町380他

左・西洞院四条下る妙法寺701-1.3.4

5/19

11/10

12/8

4/28

5/24

6/7

GL-1.36mで室町時代の池，堀状遺構を検出

する

GL-0.75mで平安時代の護岸施設を持つ堀川

東肩部を検出する。発掘調査を指導する。

GL-0.62mで平安時代の遺物包含層。GL－

0.82m以下，平安時代の池状堆積。

GL-0.9m以下，室町時代の整地層。

lT GL-0.95mで近世の土塘1基，室町時

代の土擴1基，井戸1基を検出する。2T G

L-0.75mで中世の土擴状遺構7基を検出する。

46

47

48

49

50



蕊,〆

太秦地区

遺跡名

常盤仲之町遺跡

広隆寺旧境内

名勝龍安寺庭園

洛北地区

遺跡名

植物園北遺跡

植物園北遺跡

北野遺跡

北野廃寺 跡

北白川地区

遺跡名

法勝寺跡

尊勝寺跡

白河街 区跡

白河街 区跡

洛東地区

遺跡名

法住寺殿跡

大塚遣 跡

大塚遺跡

中臣遺跡

中臣 遺跡

所在地

右・太秦蜂岡町10-4他

右・太秦桂木町11-1

右・龍安寺御陵下町13-1

所在地

左・下鴨南芝町20.21

北・上賀茂岩ケ垣内町33.39

北・平野宮本町7

北・上白梅町24

所在地

左・岡崎法勝寺町58

左・岡崎最勝寺町13

左・岡崎東天王町6

左・聖護院円頓美町17

所在地

東・今熊野池田町12

山・小山北溝町1-1

山・小山北溝町6-3

山・勧修寺東金ケ崎25

山・勧修寺御所ノ内町89

伏見・醍醐地区

遺跡名 所在地

伏見城跡 伏・京町1丁目245

調査日

5/20

8/2

7/21

8/6．7

調査日

9/6

9/29

9/13

10/28

調査日

5/31

7/12

8/11

9/27

調査日

12/22

5/14

9/16

9/1

11/15

調査日

6/17

－47－

調査概要

検出できず。

平安時代中期の整地層，時期不明の焼土塘1基

を検出。

鏡容池堤の地業跡及び排水施設（木樋）を検出

する

調査概要

検出できず。

GL-0.8mで褐色粘質土，遺構･遺物は検出で

きず。

GL-0.33mで時期不明の遺物包含層を検出す

る

遺構・遺物検出できず。

調査概要

GL-1.84m以下，砂層の堆積のみ。

GL-1.15mで尊勝寺の整地面を検出する。設

計変更を指導する。

GL-1．7m以下，近代の池跡。

GL-1.32mで落ち込み状遺構（流路？）を検

出する。埋土内から平安時代中期の遺物が出土

する

調査概要

GL-1.0mで近世の南北溝を検出する。

GL-0.45mで平安時代の土擴状遺構を検出す

る

GL-1.1mで時期不明の溝状遺構を検出する。

GL-2.2m以下，山科川の氾濫堆積。

GL-0.28mで時期不明の東西溝を検出する。

調査概要

GL-1.2mで旧京町通りの路面及び東側溝を検

番号

51

52

53

番号

54

55

56

57

番号

58

59

60

61

番号

62

63

64

65

66

番号

67



烏羽地区

南・桂地区

長岡京地区

識

－48－

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 番号

伏見城跡

伏見 城 跡

法界寺旧境内

伏・桃山町正宗52-2

伏・束町212.212-1

伏・日野畑出町37-3

8/25

11/8

8/18

出する。

敷地の旧地形が北へ下がる谷地形であることを

確認した。

GL-1mで江戸時代の遺物包含層。GL－1．6

mで江戸時代の土擴3基を検出する。

GL-0.6mで中世の遺物包含層を検出｡遺構は

検出できず。

68

69

70

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 番号

鳥羽離宮跡

鳥羽離宮跡

鳥羽離宮跡

鳥羽離宮跡

鳥羽離宮跡

下鳥 羽 遺 跡

伏・中島前山町18

伏・竹田浄菩提院町28-2他

伏・竹田浄菩提院町77-1

伏・竹田浄菩提院町34他

伏・竹田浄菩提院町105-1

伏．竹田藁屋町27

5/10

6/15

8/9

11/22

11/24

9/6

GL-1.4m以下，古墳時代の包含層？。

GL-1.22m以下，湖沼または流路。

GL-0.5mで掘込地業の一部を検出する。

GL-1.8mで溝状遺構を検出する。

GL-0.78m以下，泥土堆積。

盛土・旧耕土のみを確認する。

71

72

73

74

75

76

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 番号

唐橋遺跡

上久 世 遺 跡

上久 世 遺 跡

中久世遺跡

中久世遺跡

中久世遺跡

南・唐橋川久保町8

南・久世上久世町355-1他

南・久世上久世町334

南・久世中久世2丁目110

南・久世殿城町465

南・久世中久世町3丁目79.80

7/29

7/5

11/18

10/18

11/1

11/17

GL-1.1m以下，砂礫層。検出できず。

検出できず。

GL-0.4mで竪穴住居･柱穴等を検出する。発

掘調査を指導する。

GL-0.25mで弥生時代の溝状遺構を検出する。

GL-0.6mで弥生時代から古墳時代の遺物を含

む包含層を検出する。

GL-1.5m以下，湿地状堆積。

77

78

79

80

81

82

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 番号

跡
跡
跡
跡
跡
跡

一
扉
一
宗
一
宗
一
思
一
示
一
泉

長岡

長岡

長岡

長岡

長岡

長岡

南・久世東土川町18-1

１
１
－
－

０
１
６
０
４
３

町
町

山
山

築
築

世
世

久
久

●
●

南
南

伏・羽束師古川町205-4

伏・羽束師古川町

伏・羽束師菱川町60

6/10

7/29

10/4

7/7

10/21

12/6

GL-1.82m以下，明黄褐色粘質土の堆積。検

出できず。

耕土・床土以下，シルト・砂礫の堆積のみ。

GL-1.25mで時期不明の溝（湿気抜き？）3

条を検出する。

GL-1.6m以下，湿地状堆積。

GL-2.6mまで盛土。遺構・遺物検出できず。

GL-0．4mで東三坊大路西側溝及び平安時代

後期の井戸跡を検出する。

83

84

85

86

87

88
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